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◎おいしいご飯が食べられますように　高瀬　隼子
◎夜に星を放つ　　　　　窪　　美澄
◎此の世の果ての殺人　　荒木　あかね
◎祈りのカルテ 再会のセラピー　知念　実希人
◎樹海警察　　　　　　　大倉　崇裕
◎いちばんやさしいスマートフォン超入門　原田　和也

◎レッドクローバー　　　まさき　としか
◎琥珀の秋、０秒の旅　　八目　　迷
◎カレーの時間　　　　　寺地　はるな
◎嘘つきジェンガ　　　　辻村　深月
◎早朝始発の殺風景　　　青崎　有吾
◎レッドゾーン　　　　　夏川　草介

（９月の新刊）（８月の新刊）

　10月27日から11月９日までは「読書週間」です。読書週間は、戦後まもない1947年、
読書の力によって平和な文化国家を創ろうと、出版社や書店、公共図書館、マスコミな
どの連携によって始められました。
　読書週間初日の10月27日は、「文字・活字文化の日」に制定されていて、全国各地で
様々な関連イベントが行われています。
　今年の読書週間のテーマは「この一冊に、ありがとう」です。ぜひ、この機会にあり
がとうと言いたくなるような一冊を探しに公民館図書室に足を運んでみてください。

　除籍した図書や雑誌など、図書室
に配架できなくなった書籍を並べた
コーナーを設けます。その中から、
どなたでも好きな本を選び、持ち帰
ることができます。

　ビブリオバトルとは、おすすめの本を紹介しあい「どの本が一番読
みたくなったか」をみんなで決定する催しです。
　小中学生が『私のお気に入りの一冊』を紹介したポスターやカード
を掲示しますので、公民館窓口で投票シールを受け取り、「この本を
読んでみたい ! 」と思った作品に投票をしてください。
　どなたでも投票可能なので、ぜひご参加ください。

　公民館図書室では、読書週間期間中、下記の日程で２つのイベントを開催します。
　期間：10月25日（火）から11月14日（月）まで
　ぜひこの機会に足を運んでみてください。

  


